
位相変調型微分干渉顕微鏡を用いた位相再生手法への 

Nearest Neighbor Deblurringの応用提案 

A proposal of applying Nearest Neighbor Deblurring for phase reconstruction method 

in retardation-modulated differential interference microscope. 
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1. はじめに 

医学・生物学の分野において、生体各部位の組成や構造、状態を示すパラメータとして屈

折率がある。そして、その３次元分布を取得することは、生体機能解明に新たな手法を加え

ることが可能と期待されている。一方で、我々は微分干渉顕微鏡を改良した位相変調型微分

干渉顕微鏡の開発とこの光学特性を用いた画像処理により物体の位相再生手法の開発を行っ

てきた 1)。物体の位相分布は、屈折率分布取得につながるため、本手法を生体に用いることが

できれば新手法の開発につながる。 

しかしながら、生体のような立体的な構造において

は、焦点位置以外の物体がボケ像を作り位相再生結果

に影響を及ぼす。そこで、このボケ像の影響を位相再

生結果から除去する必要がある。 

本研究は、蛍光観察におけるボケ像除去の手法であ

る Nearest Neighbor Deblurring
2)を、位相再生手法に応

用する検討を行った。結果、対象位置前後からのボケ

像の影響を除去した３次元位相再生手法を提案する。 

2. 手法 

Nearest Neighbor Deblurring(NND)は、蛍光観察にお

いて光軸方向位置の異なる 3 枚の画像から光学特性

を考慮した演算処理を行ないボケ像の除去をする手

法である。蛍光観察と微分干渉観察は、NNDの前提

となる光軸方向特性が共通していることから組み合

わせが可能と考え、検討を行った。 

3. 実験と結果 

Fig.1 は、イマージョンオイル(n=1.518)中のホウ珪

酸ビーズ(n=1.56)の屈折率分布である。これは、位相

再生結果に撮像時のステップ間隔を用いて算出した。

Fig.2(b)では、オイル対するビーズの屈折率差が⊿

n=0.03～0.05と用いた資料に近い値が確認できた。 

4. まとめと今後の課題 

位相変調型微分干渉顕微鏡を用いた位相再生手法

に蛍光観察で用いられるボケ除去手法であるNNDを

応用した。結果、従来の位相再生手法単体ではできな

かった立体構造を持つ物体の屈折率分布の取得が確認できた。今後は、生体の 3 次元屈折率

分布取得に向け、生体での検討や 3次元再構成の開発を行っていく。 
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Fig1: Index distribution made by 

phase reconstruction and step-size 

(a) Phase reconstruction only 

(b) Phase reconstruction applied NND 
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